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スポーツの人生における価値
On the Worth of the Sports in our Life 
天野智恵美
Chiemi Am組。
｛ま し カ1 き
私は大正12年北大予科lと入学し，昭和 5年に北海道帝国大学医学部を卒業，更に昭和 8
年北大理学部理論化学教室を率業して後，北大医学部第一生理学教室の助手となり研究に
参加するように成って以来，昭和42年に北大を定年退官するに至るまで実に45年間，永く
北大の御世話に成 りました。 北大の皆々様にあらためて感謝の意を表します。
昭和41年北海道女子短期大学に体育科が創設された際，恩師であり，学長をなさって居
られる田所哲太郎先生から特別の御懇望を受け喜んで御引受けして生理学並に運動生理学
の講義を受持つ事lζ成ったのですが，其の当時私は北大教育学部の学部長をして居りまし
た関係上翌昭和42年 4月から2年目と 1年目の講義を同時に開始したのであります。
其の時以来今日iと至るまで 7年聞に渡 り道女子短大の教職員の皆々様，特に学長先生，
理事長先生，学園長先生並i乙事務局長様，其の他多くの万々から賜りました公私に渡る数
々の御芳情，御高配は枚挙民いとまあらず，只々感謝の涙あるのみで御座います。此の紙
上を借りて厚く厚く御礼を申し述べます。
第一章私の今迄の研究業績の概括
此の度北海道女子短期大学を満70才で定年退職しますにあたり，退職記念iζ紀要に退職
記念論文を書く様にとのおすすめで御座います。 実は私自身誠Iζ浅学葬才の上lζ生来の怠
け者にて色々と研究はして参 りましたが之 と云って所謂 lifework k相当する様な立派な
研究は甚だ残念ながら何一つ御座いません。思師団所先生が今日89才の御高令を以て尚且
御健康で墾繰として今も尚優れた御研究，脳の老化現象の防止，癌抑制｜物質ムコイドポリ
サッカリ ード， インタ」へロン等の御研究，更には高遠なる理想を以て老人医療セ ンタ」
の建設 と完成lζ遁進して居 られる御姿を拝見致しますにつけ， 「弟子は師の半芸に及ばず」
という音からの云いったえが御座いますが， 私自身つくづくと師の半芸どころか10分のlに
も及ばぬ事を痛感し，心から残念に思うと同時に誠lと汗顔の至りで御座います。然しなが
ら御命令ですので私が45年聞にやって来た研究の一端を紹介致しまして参考に供したいと
存じます。尚此の諸研究は， 「スポーッの人生における価値」という記念論文とは直接の
関係はないのですが， 只々私の道女子短大における教鞭が私自身の生涯の最後の御奉仕で
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あると考えておりますのであえて紀要の端に加えさせて載きたいと存じます。
1. 水酸化ニッケル粒子の沈降速度に関する研究
私が北大理学部の理論化学教室iとおりました時の卒業論文で御座います。色々な病気の
時に特に肺結核の時などに血沈と称して細管状の硝子の管に患者の血液を入れ，血清中を
血球が沈下する速さを測定する万法です。此の血球の沈降速度測定の場合沈降速度が速け
れば速い程患者の全般的な病状が重い とされております。此の沈降速度変化のmech血 ism
を解明しようとしたのが此の研究のネライであります。水酸化ニ ッケルは緑色の粉末で水
によく溶け色々な方法で其の粒子の大きさや比重を加減する事ができます。乙の水酸ニッ
ケルの粒子が沈降する場合其の境界が実に鮮明に分れる性質を利用したものであ ります。
またメディ アムは水だけではなく 之に血清の中に有る様なアルブミンとかグロプリンえよど
の水溶性蛋白質をも入れ其の粘度や比重を色々と変イじさせて其の沈降速度の変り方をStok
-esの数式を使って沈降のID巴chanismを測定したのであり ます。 Sto胞の式と 云 うのは
2ρI 
V＝一万五一r2gと云う式でV ：球の降下速度， ρ ：比重，m ：液体の粘度係数， r：粒子
の半径， g ：重力の加速度を表す。此の式を用いて水酸ニッ ケル粒子の沈降の変化を測定
して血液における血球並に血清の変化に即応した沈降速度のmech姐 ismを研究しよ うと試
みたのであります。
2. コロジ ュム膜並に蛙表皮に依る諸物質の膜透過性メカニズムの研究
北大医学部第一生理学教室の初代教授宮崎彪之助先生は私の最 も尊敬する思師でありま
す。生理学教室に入っ たのも先生の温かい御薫陶と御鞭達があったからであり，理学部の
理論化学教室に学んだのも先生の御すすめに依る処であります。宮崎先生は，消化器系統
の生理学的研究では斯界の第一人者であり，消化器官よ りの諸物質，特lとNae］， アミノ酸，
葡 萄糖，脂肪酸等の消化と吸収に関して数々のすぐれた業績をのこされ，腸管繊毛の緋
膜説，即ちドンデン返しの有名な説を立てられた方であります。私が理学部から帰って来
て最初に手がけたのが此の膜透過性の問題でした。半透膜的性質 （semi permeable mem-
br ane）を有する細胞界面与を色々な物質が出入りする時のm巴chanismを研究したものであり
ます。今日人工腎臓と称して半透膜性のセロハン膜を用い透析（ Dialysis ）に依り血液成
分の浄化を計る方法が腎不全の時lと用いられて居りますが，腎臓における糸越体並に細尿
管の漏過，並lと再吸収の問題とは腎膜と腸膜との相違こそあれ透過性及び殴収のmechanism
lと就ては，基礎的には一連の関聯性があるのであります。
私は色々とfコロジウム膜と蛙の表皮を用いNacl，アミノ酸，葡萄糖，脂肪酸等々の溶液
の選沢的な透過性並lと参透圧の変化を観察したのが此の論文であ ります。
3. 超短電波の生物学的研究
此の研究は昭和10年超短波発振用の三極真空管が日本で始めて作られた頃に技師並に製
作技術者の中に精神異常者や気遣いが多く出たと云う事で刺激されて，甚だ失礼な話だが
之は面白いと云 う事で当時工学部の電気工学科の笹田助三郎氏と共にハ」トレイ 廻路を使
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って超短電波を発長し，色々と一連の生物学的作用を研究したのであって之が私の博士論
文と伝ったのであります。御承知の短波と云うのは 300mから10mまでの波長の電波であ
り普通の発信に使われて居り，文Diathermi巴と称せられて医療にも使用されている。超短
波と云うのは， 10mから lmまでの波長の電波で短波とは色々な点で異なる性質を有する
様になる。今日の長距離放送lとは皆超短電波が用いられて居札医療にはRadioもhermieと
して広く使用されて居る。大脳の神経細胞を作って居る蛋白質は， リポイドとくっついた
高級な蛋白質（ツエレブロシッド， ミエロブラステ ン）と云った様な高分子の蛋白質であ
るから其の個有振動は著るしく遅いであろう。波長が短くなった超短波ともなれば若しか
したら共鳴現象（レゾナンス）を起きないともかぎらないと考えたのであって大脳の神経
細胞に機能的変化が起るかもしれないと考えたのであ りますが之は実は甚だまちがりた考
えであって今日マグネトロンに依り極超短波（ 1 m以下の波長の電波）が発振出来る様lζ
成っても之が為に一般大衆の中から精神異常者は出て来ない様です。私共のネラッタ殺人
光線lとは勿論ならない様です。
A 超短電波の基並iと蛙の心臓に及す影響lζ就て。
殺人光線的な働きが無し、かどうかを誌験した実験ですが此の点は美事lζ失敗しました。
墓並lと蛙， （墓は仙台産のBufovulgalis，蛙は仙台産の青蛙 （R細血 Temporalis）並に北海
道産のエゾ赤蛙（ Ran a n igromacrata ）を用い其の心臓を摘出してリンゲル氏液中で博動さ
せて置き，之に10m以下の各種波長の超短波を照射して何分間位で、心臓が止まるかを測定
した。超短波を照射すれば樽動数は悪化し，ついには停止する。波長の短い電波程，心臓
に対する害作用は強L、。此の様に超短波は心臓の働 きを悪くする事は分ったのですが照射距
離15cm位で、心臓を止めるのに20分もかかるのですから殺人光線どころの話ではなL、。
B 金ゾJレの安定度l乙対する超短波の作用
赤外線における熱作用は所謂ジュール熱効果で、あ り，即ち熱が外部から次第に内部の方
へ蔓延して行くのである。超短波においては波長は赤外線より少しく長く熱作用は勿論著
るしいのですが其の様相は赤外線のジュ 」Jレ熱とは異なって居る。私は金の赤色コ ロイド
を作り此の金、ノ）レは粒か小さい程鮮紅色で不安定に成るにつれて青い色に変る。此の金ゾ
ルは熱を加えて作る ものであるから熱に対しては甚だ安定である。 此の金、ノ、Jレの安定度が
超短波照射lとより変化して次第に不安定に成り 青色の方向に移動する。 又其の作用は波長
が短かくなる程著るしい事を知り，超短波には熱作用以外l乙超短電波其のものの特殊電波
作用がある事を知 った。独逸の学者 Schliephakeが，校長を選べば超短波には特殊な弱照射
効果がある事を指摘して居るのは興味深い事である。
O lnvertase （転糖素）に対する超短波の作用に就て
糖を葡萄糖と果糖lζ分解する Inver凶seIζ対して超短波照射を行えばglucose生成の機転lζ
変化を生じ偏光度に相違が生ずる事を発見した。之は熱作用としての影響ではなくて超短
電波其のものの特殊な作用であると考えられる。
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D 超短波照射に依る麦の芽の生長iζ関する研究
種子並iと発芽途上にある麦の芽l乙超短波ぞ照射すれば其の生長が著るしく促進される事
を知った。生長ホ Jレモンlと対し超短波は作用促進の方向に作用する事を知ったのである。
E 超短波の殺菌作用に関する研究
トマトケチャップ，味噌，醤油，其の他瓶装殺菌lと対して超短波は著明な殺菌作用を
有する事を知った。
F 超短波照射に依る探鉱le就て
超短電波即ち10 m以下の波長lと成ると短波とはちがって次第に光線lζ近い性質を帯びて
くる。超短波がある物質lζ当れば反射し，又は屈折する事が知られている。大東E戦争
（アメリカでは太平洋戦争と云って居るが日本では八紘一宇の精神から大東亜戦争と称し
た。然しながら敗戦の結果は太平洋戦争 と成ったわけである）其の敗戦の原因は色々あり
ましょう。物量の各段の差，戦艦主義lと徹して飛行機の発達に大差があった事等多 くの原
因が挙げられましょうがレ」ダー網のおくれが敗戦の大きな原因に成っ て居る事はまちが
いえよい。ミッドウェ」， ガ夕、、ルカナー Jレの敗戦等はレ 」ダ」のおくれが大きく影響して居
る。私共はレ」ダーの研究にまでは至らないままに研究が終ったわけだが誠に残念至極な
事である。超短波は成層圏にぶつかれば反射して地球にも Eる性質があ り之を利用したの
が長距離放送の原理であり，戦艦，飛行機等金属にぶつかれば反射しでもどって来ると云
う性質がレーダ」網の基礎に成って居る。私共はレ」夕、、」の研究にまでは至らなかったが
採鉱の目的で山に向って超短波を色々とよ方向に放射し，鉱石のある方向と広さを知る事ができ
た。 電導体があればフラック スは真すぐに通るが障害があれば電波は熱に変る。熱lと変 っ
ただけ出力が減退するわけである。即ちあらゆ る方向に超短波を発振する事により入力と
出力の差を計れば鉱石群の有るなし， 量 と方向をキャッチできるわけである。
G 超短波照射の医療的効果に就て
超短波は熱作用が強いが前にも述べた如く短波のジュ 」Jレ熱効果とは違っている。電解
質の多い処では電波として通過するが電解質の少い処に来ると電波が熱に変る即ち外部よ
りも内部の方が熱せられるわけである。例えば膿虜，化膿性淋巴腺炎， 化膿巣，等におい
ては電解質量が少いから照射により此の部分だけが特に強く熱せられる為に殺菌作用を増
大する。今日のRadiothermieの医療効果に対して此の事点において指醸した研究であ りま
す。
H 蛙皮におけ る超短波照射による透過性並l乙彦透圧の変化l乙就て
前lとも述べた蛙の皮膚を使って之に超短波を照射すると其の透過性や彦透圧が変って来
るのである。勿論蛙の表皮はリンケソレ氏液を流して照射による温度上昇を防ぎつつ超短波
をかけたものであり， 超短電波の作用lζは熱作用のみではなく 電波l乙特有な特殊作用があ
る事を知り得たのである。
以上一連の超短波照射による生物学的研究は， 昭和14年，理学部化学学会総会において
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私が特別講演を行った要旨であります。
此の様な乙とで幸lζ私共の一連の研究論文が主となって， と申しますと甚だおζがまし
い次第ですが北大における現在の応用電気研究所の前身である超短波研究室が戦時中に北
大に誕生したのであり，其の証拠と云うとおかしいのですが当時私共の研究の指導をして
くださって居た第一生理学教室の助教授蓑島博士が初代の所長になられた事でもわかりま
す。後に第一生理学教室の岩瀬君，望月君などが応用電気研究所の教授として活躍された
のであります。
4. メントール並に其のニ三誘導体の腸管よりの吸収に就て
5 唐もろこしの雌査の利尿作用に就て
昭和15年，軍医養成を目的として北大の中lζ北大附属医学専門学校が設立されたが，私
は其処の専任教授として其の設立に参画し，生理学の講義を担当する乙とに成った。丁度
其の時，北大医学部の薬理学教室では助手の田辺恒義君が応百されて不在のため真崎健夫
教授から其の間研究を手伝ってほしいとの御希望があり兼任講師として田辺君（現北大薬
理学教室教授）が帰って来られるまでの4年間薬理学教室の研究を御手伝いした事がある
が其の時lと研究したのが上記の 2論文であります。
mentholの誘導体として棚酸をつけたm巴nthyl－加rate並に炭酸をつけたmenthye -<',ar加，mt巴
を合成し，メン卜」 jレ自身並lと棚酸メント」 Jレ，炭酸メントールの腸管よりの吸収状況を
研究したものである。当時メン卜」 Jレが円虫類に対して麻酔作用があると云う処からソ聯
から輸入される優れた姻虫駆除剤 Santoninが戦時中で入手できなくなったので men1ぬolの
類を其の代用として姻虫の駆除剤に使おうと試みたのが此の実験であります。メント ール
自身は胃を刺激して良くないのですが咽虫は腸管内にいるので塩酸酸性の胃では分解せず
アルカ リ性の腸管内に入れば分解しメ ント－Jレを放出するmenthy町一borate,menthylcar加醐もe
を合成して其の吸収速度と岨虫駆除作用巻兎並に猫を用いて実験したものであります。
唐きぴの毛（雌韮）は初めは白色だが次第lζ酸化されて黒くなる。此の毛を煎じて飲め
ば利尿作用があると云う事は昔からよく知られているo 私は薬理の酒井君と共lと其の成分
を研究したものである。水，並にメチー jレ，エチー Jレアルコールlζは溶けるがアセト ン，
クロロホルム，エ 」テル，ベンジン其の他の溶媒には溶けない一種の配糖体である事をっ
きとめたのである。之が酒井君の博士論文lζ成った。
昭和18年樺太豊原に国立の医学専門学校ができた時，北大から北大附属医専の経験を買
われて其の創設を命ぜられ其の歳の 5月に豊原に赴任しました。18年度，19年度，初年度
と3年間学生募集をしたわけですが昭和20年には日本の有史始ま って以来の敗戦と伝う大
きなショックを受け，学生は父兄からの仕送りは勿論なく先生学生共々につぶさに辛酸を
なめ苦匪をきっしたのでありました。 ソ聯からは樺太豊原（ユージノサハ リンスク ）にワ
シスキ」ナと云う女性の衛生局長が来られた。非常に偉い女性で私の一生の思い出に成っ
た。 医学は人類の生命をあづかる大切とEものだから敗戦といえどもやめる乙とはできない
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との御主張で他の樺太の学校はすべて閉鎖されたにもかかわらず樺太医専だけは授業料を
払わぬかわりに逆に若干の奨学金まで載いて医学の勉強が続け られた。 ワシスキーナの御主
人は軍人で北樺太方面から南下して来た正規軍の師団長 （日本で云えば中将）で，エス ト
リに駐屯して居られた。ワシスキ」ナは女性ではあるがスタ」リンの同志（タパリッシ」）
としての自治委員であり御主人より偉い人であった。私が医専の学生を引率して引き揚げ
た時も樺太の引揚番号必 1であった処から見ても彼女が如何に権力のある偉い人であった
かがわかる。女性にして此の様なほんとうにやさしくて立派な人を見た事がなし、。ソ聯と
云う国民一種の驚異さえ感じた程であった。今一度御会いして見たい様な気もする。種々
のエピソートもあるのですが此の処ではすべて割愛する。昭和22年暮，再び日本の土をふ
み，再び第一生理学の教室K帰復した。
6. Panam i nの製造に就て
終戦後第一生理学教室も物資の不足，研究費の不足の為にほとんど研究は停止の状態に
あった。私共は何とかして此の苦境を脱して教室の研究を盛んにしたいものと考えて日頃
考えていた正しい意味のコマ」シャルとの結びつきによりゆがめられる事なく然も本来の
基礎的研究もできる様lととの配慮から始めたのがこの研究である。
雪印手L業は乳製品iと関しては日本でもおしもおされもしない大メ 」カ」であるが製薬部
の方は規模が小さくあまり活躍して居らなかったが此処との契約で研究を始めたのである。
今までは経口的な栄養剤の投与以外には葡萄糖の注射がある位のものであったが，身体の
基礎物質である蛋白質の源になるアミノ酸の静脈内注入は非常に必要で焦眉の急を要する
と考えて居た衰弱した肉体，経口的には栄養を摂る事のできない消化器系統の病気，胃癌
とか腸チブスの様な場合，又手術の前の衰弱しきった体の回復にア ミノ酸の静脈内注入が
如何に必要であるかを痛感して居た。私共は牛乳の蛋白質 （Casein ）が安値で然もRoseの
云う必須アミノ酸のすべてを含有して居ることに着眼して， 雪印と協力してCaseinの加水
分解によりアミノ酸の注射剤を造った。必須アミ ノ酸の内，含硫アミ ノ酸m巴thioninだけが
少しく少ないので之は合成してぶちこんだ。もちろんmethioninの合成は私の考案ではなく
本来からあった安易な合成法に従ったわけである。只の此の際苦心したのは， CaseinをHCl
溶液で加水分解する際残留する過剰のHClを中和する為KNa OHの溶液を用いなければな
らなL、。従って其の際多量のNaClが生ずるわけだが，リンゲル氏液の食塩濃度所謂生理的
食塩水（ 0.95 %の濃度）の濃度lとする為には， 脱塩法を行わなければならないが此の方法
に苦労した。之が専売特許となったのである。
かくしでできた アミノ酸の注射剤は必須のアミノ 酸を総て含んで居ると云 う意 味で，
Panaminと称し売り出したのである。其の後数年間は非常な売れ行きであった。之が日本に
おけるアミノ酸注射剤の鴨矢である。然しながら雪印の製薬部は規模が小さく 次第に注射
剤の重要性が認識される様になるにつけ武団長兵衛商店，田辺製薬等々，大手の製薬メ」
カ」が大規模で注射剤の製造を開始した。大量生産をされるとコス トの点で雪印製薬部の
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様な企業では立打ちができなくなってきた。誠に残念至極な事であるが只々現在のアミノ
酸の静脈内点滴注入に対して先駆者的役割をはたしたと云う点だけで満足しなければなら
えよいでしょう。
7. 体育の個人適性に関する研究
私自身スポ」ツは幼少の頃から大好きで，色々なスポ」ツ特lζ陸上競技や球技の類をや
って来たのですが心臓だけは強いが基礎体力が無く，スプリントに乏しかった為にどれも
乙れも選手級までには成長しなかった。現在の北大理学部は橋の木にかこまれて居るが其
の理学部のスぺ」スが昔北大のグランドのあった処で所謂北大遊戯場と称して居たのであ
り其の向側に昔の恵抽寮があったのである。
私は何時も此の遊戯場で走ったり飛んだり跳ねたりして居たのであるが或る日一人の青
年が同じ場所でハイジャンプの練習をして居た。驚いた事lと自分の背丈よりも高いパーを
ゆうゆうと飛び越して居た。此の人が北中時代の南部忠平氏であったのである。後，彼は
早大に入学しライバル織田幹雄氏と共iζ三段とぴでオリンピックのゴーJレドメタリストと
なり， さらにブロ 」ドジャンプで驚異的芯 7m98と云う世界記録をつくり日本においては
極最近まで之を破り得る人がえよかった事は皆々様衆知の事実であり，道産子として世界i乙
誇り得るすばらしいスプリンターを出した事は北海道のほまれである。此の南部忠平氏と今
日同じく北海道女子短大の同僚教授として其の知己を得，親しくして載いて居る事は私の
無上の光栄であります。此の様仕事 もあって私は体育スポ」ツ iζ異常な関心を抱いて居り
ましたのです。たまたま文部省の科学研究費の補助を受けましたので「体育の個人適性に
関する研究Jindivid凶 lfitressの研究に足を染める様になったのは決して偶然の事では御
座いません。
まず以て心臓機能と運動適性の関係巻知ろうとして「集団検診用ポ」タフル式直視式心
電計」（甚だ長い名前ですが）を製作致しました。
心臓の機能を知る為にはE.C. G.（心電図） electrocardi句協m を撮って見ると云う事が
一番すぐれた万法ですL心電図は心臓が働いている時の生物電気即ち活動電流actionc町 rent を
撮ったもので，心電図を撮る装置機械を electrocardiogra悼心電計と云うのです。
心電計iとは色々伝ものがありますが，本来の心電計は大型で持ちはこぴiζ不便であり一
定の直流を必要とする為i乙電池を携帯しなければなりませんが此の不便を克服して携帯に
便利江軽量のポータブ、Jレ式とし直流の変りに交流を使用するのですが交流を使用すれば如
伺なる競技場でも電線のある処ですと何処でもソケットでさしこめます。直流lζ直す必要
はあるのですがセレン真空管をつかって交流を直流になおして使ったのであります。
直視式と云うのは本来の心電計は長いフィルムを使って之にE.C. G曲線を捕かせ分折
して判定して居たのですが複雑で時間がかかります。此のわずらわしさを防ぐ為特殊な残
光作用が永くつづき蛍光力の強い特殊ブラウン管を使用し其の中に写きれる心電図曲線の
変化を心電曲線の 2コマ又は 3コマ位が映写面lと入る様に時間軸をずうっと遅くすると共
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に， ブラウン管の映写面iとは方眼紙様の縦横の線を引き直視だけで動作電流の変化をよみ
とる事ができ，電圧の変化も記録する事ができ， 若しも良く 分らぬ異常曲線が現われて来
た時は之をライカ 」で写して後で正確にし らべる事ができます。肺の病気の時の集団検診
の為に間接撮影をとるのと同じ原理を利用したのであります。此の装置を用いる と運般に
便利でポ」タブル式であり， 交流源が使えるので何処でも調べられる。 直視式であるので
フィルムを現像する手まがはぶけ集団的に検診する事ができ る。 私は札幌の小申学校生徒
約 200名に就て此の心電計を用いて運動直後のE.C. G.を検べ甚だ便利である事をたしか
めた。 文，本L沼線晩生内における援農作業時の生徒の心電図の様子を検べた事 もあります。
以上は体育の個人適性lと関する研究の内の心臓機能の適性（ fitness ) ！と限極した一つの研
究例に就て述べたのですが， 実は此の様な研究をして居ります内に其の後御縁があり まし
て北大の体育クソレー プの皆様方と共々にー処lζ私自身 も昭和24年に教育学部所属 となり，極
最近まで共々に北大の体育研究室の研究を推進して行く 事になっ たのであり ます。
8. 北大学生の体力並に身体的機能力の統計学的研究
9. 諸種のスポーツにおける，特にスキー競技におけるエネルギ一代謝並に疲労の研
。h
;ft, 
1 o.テレメーターによる運動中の選手の心臓機能とトレーニング効果に関する研究
北大の体育研究室において，皆様方と共々に以上の標な， 又其の他の多くの研究を行っ
て来たのである。
8，は長年lζ渡って北大体育研究室の一聞が調査し，北大学生の体力 と身体活動能力を
総括的に究明した貴重なデ」夕」である。
9，はダグラスパックを用いてゲレ ンデの傾斜度，スキー用具金具の相違などによって
現われる疲労とガス代謝の変遷をガス分折によって02消費量，002排出量の変化をしらべ
研究した ものである。 （山崎，大宮，安藤， 其の他）
10，はテレメーターを使つての研究である。
テレメーターと云 うのは，宇宙旅行においてガガーリン大佐等が身につけ，心電図lとよ
り心臓の機能，脳波測定によ り，精神の安定状態等を電波lとよ り地球上で観察した装置 と
同じものであ る。前北大学長，杉野目先生の御好意lとよ り，三菱電気第2号器を入手し研
究を始めた ものである。以前は，運動中の選手の心臓機能，筋収縮の状態，精神の状態な
どは計れなかったが， テレメ」 夕」 を使用する事lとより此等が良 く分る様lとな り，はじめ
て運動中の選手の心臓機能，E.C. G，の変化から トレーニング効果を模索することができ
た。 （奈良岡，有岡，安栄，須田，其の他）
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第二章 スポーツの人生に於ける価値
私は今までに偉い人iζ成りたいと考えた事は御座いません，只々立派芯人聞に成りたし、も
のだと考えてきました。国木田独歩の様に「あえぎあえぎ我人生を行きなん， 」と云った
様なっきつめた人生に対する悲恰感を抱いた事は御座いませんが若山牧水の 「幾山河越えさ
りゆかぽ淋しきのはてなん国ぞ今日も旅行く」と云った様な歩き歩きつづけて長い旅路の
人生の何処にかやすらぎの満足感を得られる場所はとよい ものだろ うかときがし求めて来ま
した。 云うなれば私は一介のローマンテイス トに過ぎないのであります。 此の度停年退職
に当り記念論文与を書けとの御命令ですが私の人生は散文的， 巨はロ」マ ンティクであ りま
すので実は論文と云 うよりは多分に人生論的，時には評論的更にはむしろ随筆的なものに
成ってしま った と云う事を深く 御詫び致しますと共に御容赦を御願申し上げます。
1. 人生のストレスに対する抵抗力
我々人聞は此の世代生れて色々と悲しい自にあったり苦しんだり，不満足であったり時
には劣等感とか，欲求不満であるとか色々なストレスに出会います。 然しながら人生はミ
ザープjレであ る為に存在するのでもなければ苦しひ為に生れて来たわけでもないと云う事
は全く 其の通りであると思います。裏をかえして申しますと，人聞は幸福であり楽しく嬉
しく愉快で満ち足りた気持にあふれて人生を送 りたい，生活ぞ仕たいと総ての人々が切実
に念願して居るのだと云う事が云えると思うのであります。然しながら人聞には思わぬ色
々な Stressが襲いかかってくる，例えば病原菌の侵入，さける事の出来ない病気，手術，
寒さや暑さ，色々な公害，交通禍， 精神的な不安， 要求不満， 等々数かぎ りなく， Sもress
はやって くる。特に現代l乙於いては物心両面lと於いておびただしい異質な Stressが我々に
襲いかかって来る。 仕事に追われ，連続的な精神的緊張をしいられ，人間関係が複雑に成
って来て気をつかう事が多くなり，通信文通の複雑化，スピード時代， 更には公害等々之
に拍車をかけてともすれば人々の感情は乱れスサピ，いらいらして休まる時がなL、。此の
様江状態が永く続けば神経やホ Jレモンのバラ ンスはくずれ， 血管は収縮し，血圧は高くとE
り，ひいては之が精神障害にっとrがりノイロ」ゼに成って来るのであります。血管は御承
知の如く自律神経系統に依って統御されて居り ますが，交感神経は精神的緊張，感情の激
成 lζ働き特lζアドレ ナリンを多く出します。副交感神経は逆に精神的芯緊張を去 り， 感情
をやわらげ休養の役目をして居り従って血圧 も元にもど り安静が得られるわけです。文身
体的なものでは現代的に多様化された色々な歪と交通機関の発達と更に家の中では電化され
仕事が合理化され体を使うことが少く なり， 然も運動する場所は益々少くと工って来て運動
不足が生じて来て居り ます。一方食べ物の方は種類が豊富にぽり自により美しく，舌の味
わいの良いものがふえ更にし、かにも食慾をそそる様なコマ」シャル宣伝に乗って ともすれ
ば食べすぎの傾向が生じ，過食の悪習慣が生れて来て居 ります。之が脂肪過多，肥りすぎ，
新陳代謝の異常，心臓や血管の硬化を生じ，心臓卒中， 心筋硬塞症や，ひいては脳軟化症，
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脳溢血を誘発し， 「現代人は血管の病気で死ぬJと云われる様に成って来fこ。又新陳代謝
の異常の為に糖尿病，腎臓病， 胃カイヨー， 癌，肝硬変，神経痛等の病気 も多くなり現代
人は又「新陳代謝異常で死ぬJ, とも云われて居る，所調此の様な現代的な心身に対する
諸種の Stress K対して人聞は好むと好まざるとにかかわらず之を伺 とかして克服して行か
泣ければならむい。人聞がどう しても対決してゆかなければならない ものがStressk対す
るものであると考えられます。
私は明暗と云う一つの例を取って之を説明したい と思うのである。明るさを知り明る さ
に対して満足であ り誠に有難いと云う気持を もって居る人々はほんとうの暗さ を知って居
る人々であると云う事である。明るい電燈の光，太陽の暖い光線を知る人々は暗さや寒さ
や夜を知って居る人々である。 暗さを知らずしてどうして明るさ を知る事が出来ま しょ う
か。私は人生のすべての時期に於て苦難の道を歩め， Stressを受けよ， と云って居るので
はありません，只人聞は特に青春の時代，即ちホルモンの洪水の時代で、心身共に次第に完
成 lζ近かづきつつある時代，此の時期乙そは人生lと於いて最もいそがしい時であると共に
最も貴重なむずかしい人生の時期であると思うのであります。特lと純心で感受性lζ富み，
ヒタムキぽ想念と透徹した行動のとれる時， 此の時代にこそほんとうに有意義な苦難の道
与をエラブべきでありヒタムキな求道的意慾を燃すべき時であると思 うのであります。此の
時代の印象と感激は生、涯を通じて忘れる事の出来ない ものであり， 生症を通じて StressIと
対する強い抵抗力を獲得し得る時期でもあると信ずるものであ ります。又ほんと うに人生
をクリエートする勇気を養い得る時期でもあると考えるのであります。純粋でも っとも感
受性に富んだ時代lとあえて苦難の道に立ちひかい Str回 sk打ち勝たざれば生涯に於いてほ
んとうの明るさと幸福を知る事は出来芯いでありましょう。
2. 自然に学ぶべきであるという事
今までの私の人生経験から知 り得た2つの言葉があります。其の 1つは「人聞はすべか
く人生を超越すべし」という言葉であり，今 1つの言葉は「人聞は大地に両足をし っかり
とふみしめて歩まねばならない」 と云 う言葉で御 座います。此の 2つの言葉は全く 相反
する響 を持つ言葉の様に思われるのですが実は車の両輪の如く共々に人生には必要な
言葉であると私は信じて居 ります。第一の言葉は人生に於ける理想と世界観を象 徴し
たものであり， 第二の言葉は現実をしっかり見つめた姿を表現して居 ります。若き日
の感激と遠大江理想が無くては世界観に徹した立派な人物は育た泣いし， 文現 実を離
れた努力は明日の日の人生の糧とは成りにくいと云 う事です。 私は学生時代に札幌郊外の
野幌の原始林の申を俳伺い歩いた事があります。開道百年を記念して野幌l乙原始林公園が
造られた事を心から喜んで居る一人ですが此の野幌の原始林lζ来て見ると亭々として数10
m真直天を摩して鋒え立つ， 2抱え以上 もあるエゾ松や トド松の雄大な姿を其処花見いだ
したのである。実に其の時の私の感激と讃膜の気持は表現すべき言葉 もなく只々今 も尚強
く印象ずけられて脳裏に残って居 ります。 極寒を も凌ぎ，はげしい風雪lともめげず，よく
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も此程までに真直に偉大な姿にまで自己の個性を延し生長し得たものよと理屈なしに頭の
下る思いで一杯でした。文皆さん良く御存知の北大の前身札幌農学校は札幌の人口 3,000
人位の頃一面薮野原の中に明治15年K建てられた嬢屋lと過ぎなかったのですが此の中から
新戸渡稲造先生，新島譲先生，内村鑑三先生，更に佐藤昌介男爵，宮部金吾先生等……の
単に農学方面の世界的権威者だけではなく宗教界教育界に於て世界観に徹した偉大なる
人々が此の不完全な嬢屋の中から輩出したのであります。全く驚異に価いする事です。勿
論クラ」ク先生の様な立派な先生の薫陶を受け更にキリス ト教主義の教育もあづかつて力
があったと思うのですが，伺と云っても北海道の持つあの堆大な大自然が声なき偉大な感
化力となって純心芯感受性に富む若人の心を打ち不退転の勇気が与へられた為であると痛
感せざるを得ないのであります。私はけっしてアナキストではありませんから自然に帰れと
までは申しませんが自然は征服されるべきものでもなく征服出来るものでも伝い，人聞は自
然に学ばねばならぬと思うのであります。「熱想と苦脳啓示と感激」人聞が人生の大きな
壁にぶつかった時啓示と感激与を与えてくれるものは大自然であると思うのであります。
私は道女子短大の体育の学生に良く云うのですがスポーツの苦しいトレ」ニングに於ても
更に又人生の苦しい壁につきあたった時にもだまって近くにある野幌の原始林に行きエゾ
松， トド松の下lζ座って黙想せよと，木々は何も云なL、。然し只おれを見よと， ヒタムキ
な努力苦脳，啓示と！昔話設があってこそ其の個性は強く大きく延し得る，如何なる人生の風
雪寒冷にもめげない不退転の勇猛心と体力を養い得るものだと感じます。スポーツは厳し
く自己との対決に於いて初めて成されるものですから親兄弟でも，親友や先生でも其の悩
みは救い得ません。一つの大きな人生の壁にぶつかった時は大自然の温かい懐に抱れる事
が一番大切でありましょう。
3. スポーツの生立ちと本質
我々の日常生活に依つては仲々之を充足し発散する事は困難だが我々人間の心の中には内
在的な強い傾向意慾と云うものがあってあらゆる機会に之を充足し発散したいと念願して
居ります。此の強い傾向意慾を身体活動特l乙勝敗と云う形で具現化しようとしたのがスポ
ーッである。人聞は優越感，征服慾，闘争の本能，遊戯の本能等が甚だ強烈である，現在猛
獣，毒蛇等を征服して人類が地球上で覇をとなえる様に成ったのは勿論大脳の発達と云う
特色が有つての事でありましょうが若しも人聞が兎の様に従順であったとしたならば仲々
猛獣や毒蛇を征服する事は出来なかったであろう。この人間の持つ蛾烈な征服欲や闘争の
本能が人間同志の間では禍いとなる，若しも其の本能が其のまま殺伐たるかたちで具現される
ならば人と人との聞では喧嘩と云う形になり固と国との聞では戦争と云う形で行われるで
しょう，我々は喧嘩や戦争は極力きけなければなら忍いが一万K於いて人聞は仲々ェゴイ
ステックな強い傾向意欲をおさえる事が出来ない，だからこそ之をスポ」ツと云う形で充
足し発散しようとするものである。従ってスポーツは勝敗の世界ではあるがあくまで
Sportsmanshipとか faiゃlayの精神がやかましく厳しく要求せられねばならないし，常
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』ζ，純粋で正しく徳性にかない，正義感に満ちあふれ，善意（ good will ）と友愛
( f肥mship）の気持をわすれではとよらなし、。従って S伊rtsは人間の見はてぬ夢を正しく具
現するものであって決してライオンを作る為のものではないし利害関係lζ左右されるべき
ものでもない，若しも利害関係が之lとからむ様な事があれば之は Showで、あって Sportsでは
注L、。ク」ベJレダン男爵がオリンピック精神lζ就ていみぢくも「我々はオリンピックに参
加出来たと云 う事が無上の光栄であり必ずしも オリンピックで勝つと云う事だけが名誉で
はなし、。 jと云って居られる通りである。国家や人種宗教老若男女の別なく世界中の多く
の人々が一堂に会し善意と友愛とスポ」ツマン ・シップ，正義感， フェア」プレーの精神
に満ちあふれ，正々堂々と競技をする処にオリ ンピックの意義がある。ブランデ」ジ会長
もスポーッのアマチュアリ ズムと云う事をやかましく云うって居られるがS戸r臼は Show
ではなし、。利害関係に依て行われるべきものではなし＇o 最近スポ」ツのアマチュアリズムに就
て色々と議論されて居る様だが此処では其の事にはふれない。
4. スポーツトレーニングの在り方
スポーッは今申しました様に人間の持つ内在的な傾向意慾を充足し発散しようとするも
のであるから個人競技，団体競技をとわず非常にきびしい鍛練を必要とする尋常一様の努
力ではとうてい達成出来るものではない。
精進した日頃の生活態度，健康と衛生lζ立脚した規則正しい合理的危鍛練の積み重ねを
必要とする。又逆境に処してメ ゲない不退転の精神力を必要とする。勝ちたいと云う気持
が強烈であればある程耐へ忍べない程のつらい訓練にも耐へ忍んで行けるのである。結局
他人の力などをかりる事は出来ない， 自己との対決lζ於て初めて達成されるものであ り然
もトレ ーニングは一朝一夕に達成される性質のものではない， hardtrainirgと云う言葉があ
るがロ 」マは一朝lとして成らざる如くトレ ニーングも亦一朝にして成るものではない， 長い長
い階段を一歩一歩昇って行く様に一定の時聞をかけて規則正しく 辛棒強く堅実に進んで行
かとEければならないのである。 今日の日の疲労が明日の自に持越され然もha吋trai凶ngを重
ねて行くと蓄積疲労が起って来る，次第にス ランプに落ち入って体全体の comitionはあせ
ればあせる程悪 くな る。年令や性別其の人の素質や体質を良く堪案して各個人に最も適し
た科学的に合理性を持った最高度のトレー ニンクずをつつ’けて行く と云 う事乙そ真のhard.training
である，生体には「緊張弛緩の法則」と云うのがあるが大体 sinカーブを描いて居る緊張
が多ければ多いだけ弛緩も多くとらぽければな らないと云 う法則である，栄養，睡眠， 疲
労の回復， リラックス等々には充分に気をつけねばえよらなL、。
勝負の世界は非常にきびしい，非情なまでにきびしい， ひたすらにどう しても勝ちたい
と思へばきびしい鍛練に勝たなければならない。相手は他の人々でも実はほんとうの相手は
自己自身であるd 自己との厳しい対快に於て自己の全能力の限界を，又其の可能性の限界
をさぐる事に依て初めて念願が達せられるものである。「優勝のかげに涙あり」 と云う言
葉があるが之は喜びの涙ではない， もっとも っと深刻な人聞の涙なのである。 此の様注高
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度の心身lと対する鍛練が其の人の将来に於て，はた又其の人の生涯に於て輝かしい人生の
灯をか」げる事が出来る様lと成るのだと私は信じて居る。
5. 建設医学的に考へられるスポーツの価値
医学はまず以て病気にとrやむ人々を救わねばならぬと云う考えから始められた。之が治
療医学（ therapoet ic medicine ）である。然しながら単に病気を治療すると云うだけでは充
分でない。まず以て病気lとか hらぬ様lとする事が大切であると云う処から予防医学（ prot-
ectic med.）が発達して来た。現在では単lと病気を予防すると云う消極的な面だけでなく積
極的により良き健康をめぎさねばならぬと云う増健学的な見地から建設医学（ constract ive 
med.）と云うものが重要視される様lと成って来た。心身のより良き健康と云う観点からす
れば，体育，スポーツは建設医学の花であると云ってよいでしょう。
スポ」ツは心身lと対して最もすぐれた本然的な刺激であって，身体的な面ではバランス
のとれたすばらしい身体活動能力を持った体をつくるばかりでなく人聞の感情や意欲を支
配する閉脳の神経中枢を刺激してホルモナー Jレに特に副腎皮質l乙対して cortico自民ronの分
泌をうえEがし盛んにする。副腎皮質のホJレモンは我々の心身におそいか h る多種多様芯
Stress k対して抵抗力を著るしく 増大し特に精神的な面に於て強固なたくましい精神力を
っくり出すのであります。
私はマルクスは実に偉大江人Tごと思うのです， 「人間は自由を愛する，自由は人聞の必
然的な認識である」と云って居る， Si:岬rtsは人聞の最も自由な心の動きから出発して居る。
今後自由時間は次第に多くなり， レジャ ーの時間も延びて来るにつれて必ずや人間E兼外が
起って来る。マルクスは人口問題や経済論などでは唯物論的論法を展開して居るが， 実は
マルクス自身は精神文化の高揚，人間疎外を無くする事を心から念願して居た様である。
人間疎外をなくする為には Si:町旬以上lζ良いものは無いのではないかと考えて居る。
最後に北海道女子短大の皆々様方の御多幸と御活躍，北海道女子短大の今後の発展と，
いやさかえを祈願致しまして摺筆致します。
( 197 2・12・30) 
